
令和５年８月１７日 

 

 

 

 

福岡県感染症発生動向調査感染症週報 
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■ コメント 

・第 32週は、日本紅斑熱の報告が 1件ありました。日本紅斑熱は、病原体を保有するマダニに咬まれ

ることで感染し、頭痛、発熱、倦怠感、発疹等の症状が現れます。山や草むらで活動するときは、マ

ダニに注意しましょう。詳しくは別紙の注意事項を御確認ください。 

・福岡県感染症情報ホームページ(http://www.fihes.pref.fukuoka.jp/~idsc_fukuoka/)では、感染症 
発生情報、病原体検出情報などがご覧になれます。 

■ 全数把握疾患報告 

病名 
福岡県 全国（前週） 

報告数 累積報告数 報告数 累積報告数 

結核 8  354  259  8,141  

腸管出血性大腸菌感染症 1  81  115  1,735  

日本紅斑熱 1  6  15  210  

レジオネラ症 1  49  34  1,260  

アメーバ赤痢 1  14  7  296  

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 4  69  33  1,068  

急性弛緩性麻痺 1  4  2  37  

急性脳炎 1  21  13  325  

侵襲性インフルエンザ菌感染症 1  10  7  327  

侵襲性肺炎球菌感染症 1 48 24 1076 

水痘（入院例） 1  8  4  231  

梅毒 17  510  202  8,950  

百日咳 2  19  18  555  
 
■ 定点把握疾患報告数 

病名 
福岡県 全国(前週) 

報告数 定点当たり 前週比 報告数 定点当たり 

新型コロナウイルス感染症 2,793  14.11  0.67  77,937  15.81  

インフルエンザ 690  3.48  0.61  7,090  1.44  

ＲＳウイルス感染症 171  1.43  0.50  5,854  1.87  

咽頭結膜熱 185  1.54  0.84  1,993  0.64  

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 226  1.88  0.76  3,864  1.23  

感染性胃腸炎 321  2.68  0.70  9,722  3.10  

水痘 24  0.20  1.00  305  0.10  

手足口病 242  2.02  0.68  3,815  1.22  

伝染性紅斑 0  0.00  0.00  43  0.01  

突発性発しん 26  0.22  0.76  848  0.27  

ヘルパンギーナ 222  1.85  0.65  9,581  3.06  

流行性耳下腺炎 5  0.04  1.00  194  0.06  

急性出血性結膜炎 0  0.00  - 10  0.01  

流行性角結膜炎 2  0.08  0.15  373  0.54  

細菌性髄膜炎 0  0.00  0.00  14  0.03  

無菌性髄膜炎 2  0.13  - 18  0.04  

マイコプラズマ肺炎 0  0.00  - 20  0.04  

クラミジア肺炎 0  0.00  - - - 

感染性胃腸炎（ロタウイルス） 0  0.00  - 1  0.00  

※新型コロナウイルス感染症について、現在、警報・注意報の基準値は設定されていません。 
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予防のポイント

下の４つのことを参考にして、ダニに咬まれないようにしましょう。

（これらの予防方法はツツガムシに咬まれて感染するつつが虫病の予防にも有効です。）

春から秋にかけての季節は、キャンプ、ハイキング、農作業など、

山や草むらで活動する機会が多くなりますが、マダニの活動も活発になります。

野山に生息するマダニに咬まれると、

重症熱性血小板減少症候群（SFTS）、ダニ媒介脳炎、日本紅斑熱、ライム病

などの感染症にかかることがあります。

山や草むらで活動するときは、

マダニに注意しましょう

福岡県 マダニ 検索

詳細な情報は県ホームページをご覧ください。

出典 国立感染症研究所昆虫医科学部


